
［言語事項］

仮名 ローマ字

第
１
・
２
学
年

(ｱ) 姿
勢，口
形など
に注意
して，
はっき
りした
発音で
話すこ
と。

(ｱ) 平
仮名及
び片仮
名を読
み，書
くこ
と。ま
た，片
仮名で
書く語
を文や
文章の
中で使
うこ
と

(ｲ) 第１学年においては，別表の
学年別漢字配当表（以下「学年別
漢字配当表」という。）の第１学
年に配当されている漢字を読み，
漸次書くようにすること。
(ｳ) 第２学年においては，学年別
漢字配当表の第２学年までに配当
されている漢字を読むこと。ま
た，第１学年に配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，第２学年に配当されてい
る漢字を漸次書くようにするこ
と。

(ｱ) 長音，拗（よ
う）音，促音，撥
（はつ）音などの表
記ができ，助詞の
「は」,「へ」及び
「を」を文の中で正
しく使うこと。
(ｲ) 句読点の打ち方
や，かぎ(「   」)
の使い方を理解して
文章の中で使うこ
と。

(ｱ) 文の中における
主語と述語との関係
に注意すること。

(ｱ) 丁寧な言葉と
普通の言葉との違
いに気を付けて話
し，また，敬体で
書かれた文章に慣
れること。

(ｱ) 姿勢や用具の持ち
方を正しくして丁寧に
書くこと。
(ｲ) 点画の長短，接し
方や交わり方などに注
意して，筆順に従って
文字を正しく書くこ
と。

第
３
・
４
学
年

(ｱ) そ
の場の
状況や
目的に
応じた
適切な
音量や
速さで
話すこ
と。

(ｱ) 第３学年及び第４学年の各学
年においては，学年別漢字配当表
の当該学年までに配当されている
漢字を読むこと。また，当該学年
の前の学年までに配当されている
漢字を書き，文や文章の中で使う
とともに，当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書くようにするこ
と。

(ｲ) 漢字の
へん，つく
りなどの構
成について
の知識をも
つこと。

(ｳ) 第４学
年において
は，日常使
われている
簡単な単語
について，
ローマ字で
表記された
ものを読
み，また，
ローマ字で
書くこと。

(ｱ) 送り仮名に注意
して書き，また，活
用についての意識を
もつこと。
(ｲ) 句読点を適切に
打ち，また，段落の
始め，会話の部分な
どの必要な箇所は行
を改めて書くこと。

(ｱ) 表現したり理解
したりするために必
要な語句を増し，ま
た，語句には性質や
役割の上で類別があ
ることを理解するこ
と。

(ｲ) 表現したり理解
したりするために必
要な文字や語句につ
いて，辞書を利用し
て調べる方法を理解
すること。

(ｱ) 修飾と被修飾と
の関係など，文の構
成について初歩的な
理解をもつこと。

(ｲ) 文章全体におけ
る段落の役割を理解
すること。

(ｳ) 文と文との意味
のつながりを考えな
がら，指示語や接続
語を使うこと。

(ｱ) 相手やその場
の状況に応じて丁
寧な言葉で話し，
また，文章の敬体
と常体との違いに
注意しながら書く
こと。

(ｱ) 文字の組立て方に
注意して，文字の形を
整えて書くこと。
(ｲ) 文字の大きさや配
列に注意して書くこ
と。
(ｳ) 毛筆を使用して，
点画の筆使いや文字の
組立て方に注意しなが
ら，文字の形を整えて
書くこと。

第
５
・
６
学
年

(ｱ) 第５学年及び第６学年の各学
年においては，学年別漢字配当表
の当該学年までに配当されている
漢字を読むこと。また，当該学年
の前の学年までに配当されている
漢字を書き，文や文章の中で使う
とともに，当該学年に配当されて
いる漢字を漸次書くようにするこ
と。

(ｲ) 仮名及
び漢字の由
来，特質な
どについて
理解するこ
と。

(ｱ) 送り仮名や仮名
遣いに注意して正し
く書くこと。

(ｱ) 語句に関する類
別の理解を深めるこ
と。
(ｲ) 語句の構成，変
化などについての理
解を深め，また，語
句の由来などに関心
をもつこと。

(ｳ) 表現したり理解
したりするために必
要な語句について，
辞書を利用して調べ
る習慣を付けるこ
と。

(ｴ) 語感，言葉
の使い方に対す
る感覚などにつ
いて関心をもつ
こと。

(ｱ) 易しい
文語調の文
章を音読
し，文語の
調子に親し
むこと。

(ｱ) 文や文章にはい
ろいろな構成がある
ことについて理解す
ること。

(ｱ) 日常よく使わ
れる敬語の使い方
に慣れること。
(ｲ) 共通語と方言
との違いを理解
し，また，必要に
応じて共通語で話
すこと。

(ｱ) 文字の形，大き
さ，配列などを理解し
て，読みやすく書くこ
と。
(ｲ) 毛筆を使用して，
点画の筆使いや文字の
組立て方を理解しなが
ら，文字の形を整えて
書くこと。
(ｳ) 毛筆を使用して，
字配りよく書くこと。

第
１
学
年

ア　 話
す速度
や音
量，言
葉の調
子や間
のとり
方など
に注意
するこ
と。

イ　語句の辞書的な
意味と文脈上の意味
との関係に注意する
こと。

ウ　事象や行為など
を表す多様な語句に
ついて理解を深める
とともに，話や文章
の中の語彙（い）に
ついて関心をもつこ
と。

オ　単語の類別
について理解
し，指示語や接
続詞及びこれら
と同じような働
きをもつ語句な
どに注意するこ
と。

エ　 話や文章の中
の段落の役割や文と
文との接続関係など
を考えること。

カ　 話し言葉と
書き言葉との違い
について理解し，
適切に使うこと。

ア　字形を整え，文字
の大きさ，配列・配置
に気を付けて書くこ
と。
イ　漢字の楷（かい）
書とそれに調和した仮
名に注意して書き，漢
字の行書の基礎的な書
き方を理解して書くこ
と。

第
２
・
３
学
年

ア　音
声の働
きや仕
組みに
ついて
関心を
もち，
理解を
深める
こと。

イ　慣用句，類義語
と対義語，同音異義
語や多義的な意味を
表す語句の意味や用
法に注意すること。

ウ　抽象的な概念な
どを表す多様な語句
についての理解を深
め，語感を磨き語彙
を豊かにすること。

カ　単語の活用
について理解
し，助詞や助動
詞などの働きに
注意すること。

エ　相手や目的に応
じて話や文章の形態
や展開に違いがある
ことに気付くこと。
オ　文の中の文の成
分の順序や照応，文
の組立てなどについ
て考えること。

キ　共通語と方言
の果たす役割など
について理解する
とともに，敬語に
ついての理解を深
め生活の中で適切
に使えるようにす
ること。

ア　字形，文字の大き
さ，配列・配置などに
配慮し，目的や必要に
応じて調和よく書くこ
と。
イ　漢字の楷書や行書
とそれらに調和した仮
名の書き方を理解して
書くとともに，読みや
すく速く書くこと。

国語
総合

オ　国語の成り
立ちや特質，言
語の役割などを
理解すること。

エ　文語の
きまり，訓
読のきまり
などを理解
すること。

イ  文や文章の組立
て，語句の意味，用
法及び表記の仕方な
どを理解し，語彙を
豊かにすること。

ア　目的や場に応
じた話し方や言葉
遣いなどを身に付
けること。

発声の仕方，話す
速度，文章の形式
なども扱うように
する。

言葉遣い 書写
文字

小
学
校

漢字
表記 語句 文語調の文章 文及び文章の構成

中
学
校

音声

発音・
発声

国語の成り立ちや特
質，言語の役割

ア　小学校学習指導要領第２章第１節国語
の学年別漢字配当表（以下「学年別漢字配
当表」という。）に示されている漢字に加
え，その他の常用漢字のうち 250字程度か
ら 300字程度までの漢字を読むこと。
イ　学年別漢字配当表の漢字のうち 900字
程度の漢字を書き，文や文章の中で使うこ
と。

（第２学年） 第１学年までに学習した常用
漢字に加え，その他の常用漢字のうち 300
字程度から 350字程度までの漢字を読むこ
と。
(第３学年） 第２学年までに学習した常用
漢字に加え，その他の常用漢字の大体を読
むこと。
（第２学年） 学年別漢字配当表の漢字のう
ち 950字程度の漢字を書き，文や文章の中
で使うこと。
（第３学年） 学年別漢字配当表に示されて
いる漢字を書き，文や文章の中で使うこ
と。

ウ　常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字
が書けるようになること。

文字

漢字

言語生活話や文章，文 書写語句 語彙 単語
文字

話し方や言葉遣い

漢字

文法や語句，表記，語彙
古文，漢文の基
本的なきまり

国語の表現の特色，語句や語彙の成り立ち及び言語の役割について理解
を深めること。

古典の表現法，語句，語彙なども関連的に扱うよう
にする。また，現代社会における言語生活の在り方
や言語表現の役割について考えさせるようにする。

高
等
学
校

国語
表現
Ⅰ

常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字が書
けるようにする

ア　学年ごとに
配当されている
漢字は，児童の
学習負担に配慮
しつつ，必要に
応じて，当該学
年以前の学年又
は当該学年以降
の学年において
指導することも
できること。

イ　当該学年よ
り後の学年に配
当されている漢
字及びそれ以外
の漢字を必要に
応じて提示する
場合は，振り仮
名を付けるな
ど，児童の学習
負担が過重にな
らないよう配慮
すること。

ウ　漢字の指導
においては，学
年別漢字配当表
に示す漢字の字
体を標準とする
こと。

配当漢字 読み 書き

　80字 　80字を
漸次

　80字

　160字
　(80字)
＋160字
を漸次

　計240字

１

２

　200字
　(240字)
＋200字
を漸次

　計440字

　200字
(440字)
＋200字
を漸次

　計640字

３

４

185字

　(640字)
＋185字
を漸次

　計825字

　181字
　(825字)
＋181字
を漸次

計
1006字

５

６

　900字
程度

　(1006字)
＋

常用漢字
のうち
250～300

１

読み 書き

　950字
程度

　(第１学年)
＋

常用漢字
のうち
300～350

２

　1006字
(使い慣れる)

　(第２学年)
＋

その他の
常用漢字

３

＜常用漢字の大体＞

　主な常用漢字
常用漢字の読みに慣
れる　(1945字)

読み 書き

（内容の取扱い）

＜計1006字＞

古典とし
ての古文
や漢文を
理解する
基礎を養
い古典に
親しむ態
度を育て
るととも
に，我が
国の文化
や伝統に
ついて関
心を深め
るように
するこ
と。

（内容の取扱い）


